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第４期四谷地区協議会会議録 

分科会名  役員会 開催回 第６回 

開催日 平成２３年１２月１４日（水）四谷特別出張所会議室 

出席者 区民 役員６名  職 員 ４名  

主な協議 

のテーマ 

※ 地区協議会視察２件の依頼について 

１，各分科会報告・連絡について 

２，連絡会等の報告 

３，  

会議内容 

主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※会議冒頭 

 地区協議会視察関連についての依頼２件についての協議 

① 所沢市役所市民経済部よりの視察依頼 

（区）生涯学習コミュニティ課に確認したところ活動見学、会議傍聴等の視察希望

はなく、四谷特別出張所の視察の際、事務局より活動概要を説明することを求めら

れた。（１月２７日予定） 

 

② 川口市「市民活動と行政との協働懇談会」の市民委員より依頼 

※依頼内容は「組織、活動事例の紹介と課題」の講演及び討論。さらに川口市民に

呼びかけて参加者を募る「講座」であることを事務局より確認した。 

確認事項 

・同団体が企画する地域協働まちづくり講座（市民力コーディネーター養成講座）

の１講座として「具体事例の視察」というタイトルがついている。 

・四谷地区協議会の活動内容の発表とディスカッションを求めるものである。 

・四谷地域センターを会場として２月８日に開催を希望されている。 

 ・川口市では「協働推進条例」を策定中。コーディネーターの役割を担う人の養

成を目的に講座を開催する。 

（川口市の依頼について意見交換）  

○自分たちが自己満足になっていないか原点回帰する上でも協力しても良いかと思

う。川口市の皆さんと意見交換できるといいと思う。 

○以前、柏木地区でも開催されたようなので、地域により地区協議会活動がちがうこ

とを知っていただけるのではないかと思う。 

●川口市に問合せ後、懇談会設置要綱確認し協議の結果協力することを決定した。 

 ・正式に協力に関する依頼文を送付していただく旨お願いした。 

 

※依頼内容について現時点では不明な点があるので、今後事務局が中心となり連絡を

取り、協力体制を整える。 

※次回役員会（２月２日）に来会いただき当日の進行等を最終的に確認することとす

る。 
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第１分科会 

  

 

 

四谷お宝さがし 

 

 

 

 

 

第２分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観光まちづく

り実行委員会 

 

１ 各分科会報告・連絡について 

 

・新宿駅南口地区基盤整備事業の見学についての報告 

・内藤新宿分水に関する進捗状況について 

・四谷駅前の再開発に関する情報について   

 

・進捗状況を報告 （応募一覧表参照：役員のみ配布） 

・３月17日に第５回お宝発表会を開催。（会長に挨拶を依頼） 

※区長の招待については日程等連絡済ではあるが調整中。 

・応募いただいた方のお一人に発表会で講話をしていただきたい旨依頼中 

・５周年記念冊子を作成（来年度）担当委員が計画を 

 

・「東京都高齢者保健福祉計画」における事例紹介に関する取材報告 

・他協議内容の報告 

本日開催された若葉体操教室茶話会に区自治創造研究所職員、早稲田大学成冨教授

が来会。マンション集会室を（住人以外の利用者にも）コミュニティ活動に開放し

ている事例として関心があり、見学を要望された。 

→茶話会では社会福祉協議会が中心となって、若葉地区の高齢者が買い物をすると

きにどのような点が困難であるのか調査しているというような話も出ていた。 

・先日区に、提出したパブリックコメントについての正式な回答はまだ得ていないが、

費用の援助は難しいがマンパワー的な（例えば歯科衛生士、保健指導等の派遣）援

助を検討していただけるようである。  

・健康体操を通じて高齢者問題、地域の絆の広がりが出てきたように思える 

・多世代交流に関して提案があるので、協議していくこととなった。 

 

・内藤とうがらし復活プロジェクト（中間報告） 

・11月23日図書館主催の料理教室で講演を行った。概ね好評であった。 

・１２月１５日の協議会懇親会でも七色とうがらしの調合を予定している。 

・ＪＲ信濃町駅が開催した「駅からハイキング」では2週間で2000人が参加。 

駅でも「とうがらし」を育ててＰＲ効果があったと思う。 

・花いっぱい運動  

・本年度無事終了した。昨日追加のプランターを四谷中学のボランティアが運んだ。 

・秋の５３０デーには100名以上の参加があった。 

→子どもの参加が尐ない。呼びかけの仕方を検討していきたい 

・自転車利用のマナー等についてパブリックコメントを提出したが、今後も自転車利

用に関する安全を検証しながらマナー啓発を訴える等の活動を継続する。 

 

 

・第７回まち歩きの報告 

12月3日土曜開催 外苑銀杏祭りを中心に神宮外苑を一通り歩いた。 
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広報 

 

課題別ＰＴ 

防災・地域安全 

 

 

 

 

２ 各会報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・２月に第８回まち歩きを計画中「甲州街道・三栄町界隈」を歩く予定。 

・観光パンフレット作成について 

今年度歩いた８コースのポイントを整理して歩きやすいコースを紹介できるパンフ

レット（ミニ冊子）を作成予定。次回(２月)の役員会で内容案を提示できるよう進

める。 

  

・次号（６号）の内容について各分科会で掲載案を話し合っていただきたい。 

 

・地域の防災訓練に中学生の参加を呼びかけているが、残念ながら参加者がとても尐

ない。家族で一緒に参加しない状況。 

・四谷中学会場の訓練では学校で取組んでいただき、ボランティア体験として参加。 

・今後も（ボランティア参加に関わる会場として）四谷管内の避難所6か所を順番に回

り、多くの生徒に避難所の現実を知っていただきたい。 

  

① 地区協議会連絡会について 

■地区協議会活動総括検証調査協力依頼について（報告） 

  ○前回の役員会でお話ししていたように四谷の意見を事務局と整理して報告書を

出した。 

  ○総括表に関しては生涯学習コミュニティ課で全協議会の調査回答をもとに作成

した。 

  ○今後、連絡会では総括表に関してどのように活用するか、次回幹事（榎・若松）

と相談しながら進めていく。 

 

（総括報告書確認後の連絡会意見内容） 

・今回の調査について唐突であった印象があるが、結果の全体的な傾向を見ると地

区協議会は役目を果たしていると思われる。 

・地区ごとに個性、工夫が出てきたように思われる。  

・活動を健全にこなしていることが読み取れる。 

・連絡会を今後どのような方向性で開催するか具体的に方針をたてる時期がきたよ

うに思われる。 

   

■その他の連絡会内容 

○「何故、今自治なのか」について話しをして、自治基本条例に関する理解を深め

る必要性を投じた。 

○箪笥地区協議会が提出した支援金削減請求に関する提案について 

各地区の活動差が大きく違い、地域ごとの協議会の考え方が異なることを指摘し

て、四谷地区協議会として提案内容に関して同意できない旨を伝えた。他地区も

同様の意見を出していた。 

  【支援金削減請求に関する呼びかけについての意見交換】 

 ・（そのような呼びかけは）その地域で有効に使われていないように聞こえる。 

 ・四谷では方向性が明確になり、これから発展していく段階に来ている。 
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３ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  協議会のありようが未成熟であるからそのような要望が出るのではないか。 

 ・協議会が推進する地域活動は地域社会に最も近しいところで推し進めている。 

  これは、実際問題、同じ活動を区の職員にしてもらうより低予算で実現している。 

  高齢者向け体操教室を継続していくことに、区では億単位の費用がかかるかもし

れない。協議会では地域のマンパワーがボランティアであり、年間６０万円程度

（講師謝礼）で７か所も継続している。行政がするよりはるかに効率的である。 

 ・節約する意味を勘違いしているのではないか。我々は助成金を無駄遣いしている

わけではない。 

 ・次回の連絡会では具体性を持った意見を出しあい、自分達の問題意識を検証して

いただきたいと思う。四谷の考え方を参考にしていただくと同時に他地区の考え

を聞かせていただきたいと思う。 

・（今回の提案は）他の地区協議会に呼びかけるにしては行き過ぎた内容である。 

自分たちの会だけしか見えていないまま全体に呼びかけている。このままでは 

全体的なバランスを見て意見を出す場であるはずの連絡会組織が最終的にチェッ

ク機能を果たせなくなってしまうのではないか。次回の会ではその旨伝えていた

だきたい。 

② 自治基本条例について 

・3月10日1時～文化センター小ホールで講演会（区主催）を開催予定 

  パネルディスカッション形式も計画中 

 ・区では小、中学生向けにルビを入れた自治基本条例を配布する予定 

  他多言語（英語、中国語、ハングル等）のパンフレットも作成予定。 

 

３ その他 

 ○区広報誌新年号（1月1日号）について・・・（四谷特別出張所より説明） 

 【概要】 

・新年号は地域活動に着目した特集を区政情報課で予定している。 

・区で掲載記事の一つとして内藤とうがらしを広める地域活動を紹介することと

なった。 

・区政情報課の委託業者が田中委員が活動している四谷中学コミュニティクラブ

に取材、撮影に出向いた。 

  ・「四谷地区協議会」の活動として標題が出て紹介されるが、「新年号の内容は㊙

扱いとなっている上、業者委託契約上、出張所から文章について意見を言うこ

とが困難であった。」 

・多くの委員が関わっている四谷地区協議会の内藤とうがらし活動の一側面を紹

介することになるかもしれませんが何卒ご理解ご了承願いたい。 

※補足：田中委員は取材を受けたのみで、掲載内容は示されず発行されます。 

次回日程 
２月 ２ 日（木）１４：００ ～ 四谷特別出張所会議室 

          １４：３０ 川口市民パートナーステーション来会 


